
創刊の僻

創刊の蘇

私は今悲仁雑誌『地球物理JJ;J)創刊を見，異に重し、'Jiの荷が FIJtこ集がして

やれやれと一息、つく所である。

回顧すれば，吾々同人の問に此の栂の地球物理研究雑誌を関西で畿行した

し、議が起ったのは，既に八年も前であったが，嘗時は未だ其の機が熟せなか

ったと見え，不幸にして立消えとなって仕舞った。然し其の後我敬室附属の

各研究所では年々観測研究心結果が溜って来るが.大事紀要費ではとても出

せなし、。又一方我が地球物理教室の卒業生も次第に殖えて今では六十名にも

達し，方々で研究の出来て居る人も可なりにあって，其等に畿表の機曾を供

する上からいっても，何とか一つ雑誌の創刊を企てねばならぬ事情にあった。

とはいへ，何分貞れそうにもない此の極の雑λ刊行には経費の工夫が第ーの

附き物で， そのためっし、つい今日まで素志を途ぐることを得宇、に居た。

然し，最早や臨時の時期ではなくなった。といふのは，査きぬ悲しみじも

敢室の志田教授が停年退職と共に間もなく逝去せられ，其の創立になった別

府研究所は既に満十年を超えて居る O 記念の震にも追悼のためにも，在世中

博士の指導になった成果は我々が是が非でも印刷公表すべき責任を痛戚する。

既に別府研究所報告を企査する以上，一歩を進めて今こそ吾入手奈の素懐を

貫徹する好機とし，同人一同種々奔走努力を重ねて，遂に今日本誌の創刊を

賓現するに至った。涙の出る科嬉しい。

次に誌名であるが，敢て『地球物理』と題しfごoい地球物理"なる語は特に志

田博士と因縁ある様に忠はれる。博士が第一高等皐校教授時代，時の京大総

長菊池大麓男爵の招聴に膳じ，京都大事へ赴任の目的が最初から既に“地球

物理皐"研究にあったことは，巻頭に掲げた男爵より博士への書簡で、明白で

ゐる。博士の素志を纏ぎ博士を追憶する本誌の題名としては， これより適切
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創刊の齢

な名はないと考へられる。

本誌の内容は，其の創刊を決意せしめた動機から珠想せらる〉遁1)，最初

五六冊は止むを得す全部を別府地球物理皐研究所の十年報告に充て，次で阿

蘇研究所の報告に移る積りである。然しそれが終れば我々敬室員一同の一般

研究と，他からの地球物理的論文の投稿を1股迎する。編輯と経替とは及ば宇、

ながら我京都帝園大事地球物理塾教室員之に嘗るけれども，我々敬室の私的

機関とする意志は無い。翼くは大方の同皐同好の士の援助を得て，些少なり

とも地球物理事界に貢献せんことを祈って止まなし、。
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